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神西地区周辺防災ハザードマップ（出雲市防災ハザードマップ）
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重ねるハザードマップ
国土交通省が運営するサイト 国土地理院の地図に洪水、土砂災害ハザード

マップ等を重ねることができる。

22 浸水ナビ https://suiboumap.gsi.go.jp

国土交通省が運営するサイト
斐伊川の破堤ポイントを選択し、経過時間ご
との浸水状況をシミュレーションできる。
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備える備える

24
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東日本大震災
犠牲者のうち高齢者が約６割、障がい者死亡率は２倍

令和元年台風第１９号
犠牲者のうち６５歳以上の割合 約６５％

令和２年７月豪雨
犠牲者のうち６５歳以上の割合 約７９％

⇒「災害時要支援者」の命を救う取組みが必要!

26

阪神・淡路大震災の教訓
地震直後 約１６４，０００人ががれきの下敷きに。
約８割は自力脱出したが、約３５，０００人生き埋め
その内
・約２７，０００人 近隣の住民が救出、その８割が生存
・約 ８，０００人 警察・消防・自衛隊が救出

その半数は死亡

⇒大災害時には、国や地方公共団体の救助・救援が
すぐには期待できない中、家族や近隣住民等の助
け合いが多くの命を救う!
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＜誰が避難支援支援をしたか?＞
第１位 １０１人 家族・同居者
第２位 ９７人 近所・友人
第３位 ７４人 福祉関係者
第４位 ３０人 警察・消防（団を含む）
※内閣府「避難に関する総合的対策の推進に関する実態調査結果報告
書」（東日本大震災時、３１５人、複数回答あり）２０１３年

27

⇒家族や近隣住民の声がけが多くの命を救う!

2828

いざという時に、高齢の方や障がいのある方など、より安全に、よ
り早く避難できるよう避難プラン（個別避難計画）の作成を、地区
または福祉専門職（介護支援専門員・相談支援専門員）の皆さん
にお願いしています。

✓「災害が起きたときに駆けつけてくれる人は決まって
いますか？」

✓「避難先は決まっていますか？」

✓「自分一人で避難ができますか？」
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※首相官邸ＨＰ

30
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※首相官邸ＨＰ

聴覚障がい

・補聴器や人工内耳などの電池
・スマートフォンなど携帯端末
・予備のバッテリーや充電器
・筆記用具（筆談をするため）
・懐中電灯

視覚障がい

・白杖
・めがねやルーペ
・時計（音声・触知式など）
・点字板
・ラジオ
・家族写真（避難所で家族を探してもらうため）

身体障がい
・車いすや歩行器、杖
・床ずれ対策ができるもの
・紙おむつや携帯トイレなど

32

※首相官邸ＨＰ
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・紙おむつや携帯トイレなど



17

33

※首相官邸ＨＰ

34

行動する行動する
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▍

▍

▍

▍

▍

36

警戒レベル 住民がとるべき行動 市の対応 気象庁等の情報

5 命の危険 直ちに安全確保 緊急安全確保 大雨特別警報
氾濫発生情報

【警戒レベル４までに必ず避難!】

4 危険な場所から全員避難 避難指示 土砂災害警戒情報
氾濫危険情報

3 危険な場所から高齢者等避難 高齢者等避難 大雨警報
洪水警報

2 自らの避難行動を確認 大雨注意報
洪水注意報

1 災害への心構えを高める 早期注意情報
（警報級の可能性）
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正常性バイアス





自分は大丈夫

40

同調性バイアス



みんなと
一緒だから大丈夫
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▍

▍

▍

複数の手段で防災情報を収集しましょう

42





戸別受信機を設置してみませんか?
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



登録していない方は、登録してみませんか?

44

寺田寅彦「天災と国防」1934年



23

45

Thank you
Obrigado
谢 谢
고맙습니다


